
日
光
輪
王
寺
蔵
『
諸
事
表
白
』
所
収
の
説
話
に
つ
い
て

目
　
次

一
、
は
じ
め
に

二
、
『
諸
事
表
白
』
所
収
説
話
の
概
要

三
、
説
話
引
用
の
諸
形
式

四
、
法
会
に
お
け
る
説
話
引
用
の
意
味

（
1
）
楊
貴
妃
説
話
の
場
合

（
2
）
小
野
笠
説
話
の
場
合

五
、
お
わ
り
に

山
　
　
本
　
　
真
　
　
吾

一
、
は
じ
め
に

日
光
輪
王
寺
蔵
の
　
『
諸
事
表
白
』
一
帖
は
、
国
語
史
学
、
説
話
文
学
、
仏
教
史
学
の
諸
学
の
研
究
資
料
と
し
て
注
目
さ
れ
な
が
ら
も
、
永

く
秘
蔵
さ
れ
て
い
た
文
献
で
あ
る
。

こ
の
度
、
『
続
天
台
宗
全
書
　
法
儀
I
　
声
明
表
白
類
衆
』
（
春
秋
社
、
平
成
八
年
三
月
十
七
日
）
に
、
そ
の
翻
刻
文
が
収
録
さ
れ
、
よ
う
や
く

日
光
輪
王
寺
蔵
『
諸
事
表
白
』
所
収
の
説
話
に
つ
い
て
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具
体
的
な
検
討
が
可
能
に
な
っ
た
。
本
書
は
、
日
光
山
「
天
海
蔵
」
主
要
古
書
解
題
に
拠
れ
ば
、

○
本
書
の
表
白
は
普
通
の
形
式
的
な
漢
文
で
な
く
、
仮
名
交
り
で
、
実
際
の
法
会
の
と
き
の
如
く
に
、
日
・
支
・
天
竺
の
説
話
を
例
話
と
し

て
取
り
入
れ
て
ゐ
る
。
そ
こ
で
、
新
発
見
の
説
話
文
学
と
し
て
ば
か
り
で
な
く
、
数
少
い
鎌
倉
時
代
の
国
語
資
料
と
し
て
も
、
又
当
時
の

法
会
の
実
状
を
知
る
資
料
と
し
て
も
貴
重
で
あ
る
。

と
あ
り
、
説
話
文
学
と
し
て
の
価
値
に
、
夙
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
小
論
で
は
、
本
書
所
収
の
説
話
を
取
り
上
げ
て
、
（
1
）
収
録
説
話
の
内
容
、
（
2
）
説
話
引
用
の
形
式
、
（
3
）
法
会
に
お
け
る
説

話
引
用
の
意
味
、
の
諸
点
に
つ
い
て
、
若
干
の
検
討
を
行
っ
た
と
こ
ろ
を
報
告
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
引
用
に
際
し
て
は
、

『
続
天
台
宗
全
書
』
　
に
依
拠
し
っ
つ
、
か
つ
て
小
林
芳
規
博
士
よ
り
借
覧
し
た
紙
焼
写
真
に
基
づ
く
筆
者
の
翻
刻
文
を
も
参
考
に
し
た
。
以

下
に
示
す
所
在
は
、
『
続
天
台
宗
全
書
』
　
の
頁
数
で
、
本
文
の
声
点
、
仮
名
の
大
小
な
ど
は
、
筆
者
の
翻
刻
文
に
従
う
。

二
、
『
諸
事
表
白
』
所
収
説
話
の
概
要

本
書
の
場
合
、
『
今
昔
物
語
集
』
な
ど
の
よ
う
な
＜
説
話
集
∨
と
は
異
な
り
、
実
際
に
法
会
の
現
場
で
利
用
さ
れ
た
も
の
と
し
て
の
性
格
を

有
す
る
故
に
、
叙
述
の
多
寡
・
精
粗
の
点
で
有
り
様
が
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
今
、
大
ま
か
に
、
本
書
の
説
話
を
数
え
れ
ば
、
［
衷
I
］
　
に
示
す

よ
う
に
、
二
十
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

説
話
の
認
定
は
、
実
際
に
は
、
な
か
な
か
困
難
で
あ
る
場
合
が
多
い
け
れ
ど
も
、
主
に
「
過
去
の
人
間
と
そ
の
行
為
が
叙
事
的
に
語
ら
れ

（1）

て
い
る
こ
と
」
を
一
つ
の
基
準
に
し
て
説
話
の
認
定
を
試
み
た
。
従
っ
て
、
例
え
ば
、
説
教
に
利
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
、
蜜
蜂

の
生
態
に
つ
い
て
述
べ
た
誓
話
（
『
全
書
』
五
九
三
下
頁
）
が
、
一
つ
存
す
る
け
れ
ど
も
、
過
去
の
事
跡
が
語
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、

説
話
と
は
認
め
な
か
っ
た
。



［
表
I
］
　
　
『
諸
事
表
白
』
所
収
説
話
一
覧

四 一一 ー 址
ー 一 局

⑩ ⑨ ⑧ ⑦ ⑥ ⑤ ④ ③ ② ① 番
号

両日 唐 唐 伝尊 比
丘
、
震
旦

（尚
緑
師
伝
）

釈の 阿 不現 小てせ 唐

標

題

（

子 の の 教を 迦十 難 動し 野舅た の
国 顕 善 大薬 口’タ二 悲 尊た 笠の事 併
王
、

徳 寂 師
、

而h－hH
H

来
、

大 嘆 ヽ事 ヽ右 州
山

摩
寺
、
放

口 の 智 序
の 根来 に 大を 事 謹 魔臣 禅

尼 僧
、
道

本と て 聖教 大 庁藤 両
、

、

白
H－

ノ
宝 光

笠
中
腺

す 戒
口

文え 両日
HH

第
＝

原
＝を

受
迫
真 口薩

旦
止

る
事

m
を

殊
に

た
事

の
為 ‾の‾守

任
生 仮

十ノ の の 観
凸

弘 薬
自

に
二

冥を
≠

の 題
取
ら

事 事 院
の

め
た

而
如 ‾度

官
と

蘇
生

事 ）

な 本 事 来 出 しき

五 五 五 五 五 五 五 五 五 五 所九
＿

九 九 1＼ノ 1＼ノ 1＼ノ 11ヽノ 八
一＿

七 七

二
下

‾
下

．

‾
下

九
下

八
下

八
上

五
上 ‾下

九
下

八
下 在

大
未

一一 叡＝A ＝ 薬
未

天十要 ◎十王 ◎四

源

・泉

・

類

話

・

関

荘 ‾宝
山‾宝

仏

孟
日

‾宝 而’日日
台
｛

二
、

文 三五
、

編 宋
一

ヽ
′ヽ

詳
感 感

詳
示少 玉 尚任

論 応 両白
HH

下語 応 璃 延宝第 伝水記 僧生
経 要 伝ヽ集 要 光 暦物二 記言巻 伝集
巻 略

録
、
伝
教
大
師
か

本
朝
法
華
験

ご＿

巻
十

一
・
十
、

略
録

如
来

寺
座
主
円
珍

集
（最
明
寺
本

、
元
亨
釈
書

第
四

秒
（江

十
三
、

巻
第

巻
第第

一 巻
下
第
＝

巻
上
第
＿

本
願
功
猫

’
十
八
、

談
抄
第

茎
山

十
八
、

良

）
、
浄

‾十
打
業
記
、
伝

記
上
、
拾
遺

日
本
高
僧

‾十
五

偲
経

伝
、
今
昔
物

、
九
冊
本
）

巻
第
三

今

昔
物
語

三
）、
和
漢

竹
林
寺
縁
起

任
生
西
方
浄

土
往
生
伝
巻

教往伝 語ヽ 集朗ヽ 土中 連
大生要 集［ロ 巻詠下 瑞 記
両日
H
H

伝文 巻本 二抄学 応 事
行
状
、

巻
上
、

抄
第
二

十

一
．

高
僧
伝

十

・
四

注
、
帝

集 伝
第
十

等

日
光
輪
王
寺
蔵
『
諸
事
表
白
』
所
収
の
説
話
に
つ
い
て

一
〇
三
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七 六 五 四

⑳ ⑩ ⑬ ⑰ ⑯ ⑮ ⑭ ⑬ ⑫ ⑪

楊笛髪 金を 迦 攫 有 抜 慈 蓮た 過を 白 tヽカ
音をを ．ヤ′ 迦 覚 つ
（妃無切 国＝レ 越 羅 長 国 大 眼 の嘆 易

、
康

た
ヽ断つ のて 長 龍 者 の 師

、
安

n
H

rか
ハ

諸し 事
玄でて 后後 者 王 の 悪 来

、
除

仏た （大
荘宗吹許 ヽを の の 娘 鬼

、
ヽ事 翁

白きさ 玉迫 事 事 循 に王帝勅れ 王う 桝摩 毘 行 蓋 尊 語 厳
払＿の勘る 茶事 捏 沙 品 障 の つ 聖

姉を事 毘 女 々 を 菩 説 た
蒙 の の の 伝 薩 法 事

公る 火 事 事 え に の
主も に た 語 態
のヽ 身 事 つ 度

⊥ ⊥ ⊥ ⊥ ⊥ ⊥ ⊥ ⊥ 五 五＼／ ＼ノ ＼／ ＼ノ ＼ノ ＼／ ＼／ ＼ノ
一
一

二 一 ○ ○ ○
＿

○ ○ 九 九

ニ
上 ‾下

○
上

八
上

七
下 ‾下

‾
下

○
上

七
上

四
上

◎ 大異 経 大 仏 増 慈 仏 妙事 ◎四
唐 智R口’太1

律 唐 説 壱 覚 説 法 nu末。物 度巻 異 西 須 阿 大 除 蓮 漢
語 論第 ー＝日．太1

域 摩 含 両日口 蓋 華 朗
第 巻十 巻 記 掟 経 伝

、
日

障 経
、
摩

詠
十
八
、
楊

第
十

四
、

第
二

巻
第

菩
薩

巻
第

菩
薩

集
下

‾
ヽ

澄
堂

‾十
⊥

三
、

経
、

十 本
一

所 詞 ’
自患 ＼ノ

今 経
四
、
経

局 口
太 法作 僧 経 観 氏
真 苑文 苦 律 伝 巻 第 文
．・tl
カ
ノ

珠集 物
＿

異 律 要 第 ）
、
和

集
舟伝 林

．
第
＿

語 R
H

r太・l 異 文 一 第
＿（唐ニ 集 少
一第十 巻 第 巻 第 漢 十

’
楽 五七 第

＿
十
＿

第 二 朗
へ＿

八
、

史
）

十
二
、
経
律

二
・
八

一
四
十
六

詠
集
下

・
仏

江
談
抄
第

（
注
）
表
中
の
◎
印
は
『
諸
事
表
白
』
と
記
事
内
容
が
最
も
よ
く
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。

舞
台
は
、
天
竺
（
④
・
⑤
・
⑩
・
⑫
・
⑬
・
⑬
・
⑯
・
⑰
・
⑩
・
⑩
）
、
震
旦
（
①
・
⑥
・
⑧
・
⑨
・
⑪
・
⑳
）
、
本
朝
（
②
・
③
・
⑦
・
⑭
）
　
の
三

国
に
亙
り
、
説
話
と
し
て
の
空
間
的
拡
が
り
を
備
え
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
右
の
①
か
ら
⑳
の
内
、
③
智
讃
大
師
、
⑦
伝
教
大
師
、
⑭
慈
覚
大
師
と
い
っ
た
具
合
に
、
天
台
宗
の
僧
侶
の
逸
話
を
多
く
収
録
し



（2）

て
い
る
こ
と
は
、
以
前
に
本
書
の
成
立
を
考
察
し
た
際
に
言
及
し
た
所
で
あ
る
。

三
、
説
話
引
用
の
諸
形
式

先
に
、
本
書
の
説
話
は
、
実
際
に
法
会
の
現
場
で
利
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
い
た
。
さ
す
れ
ば
、
本
書
の
説
話
は
、

法
会
の
次
第
進
行
の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
引
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
は
、
右
の
二
十
篇
の
説
話
の
導
入
が
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
る
か
を
、
形
式
面
か
ら
整
理
し
て
示
す
。

ま
ず
、

第
－
類
、
改
行
し
、
科
段
符
を
付
し
て
導
入
す
る
ケ
ー
ス

こ
れ
は
、
説
話
の
導
入
部
分
に
そ
れ
と
示
す
し
る
し
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、

○
往
生
ノ
事
ハ
只
打
思
。
ソ
大
事
ニ
ハ
候
へ
。
時
純
（
去
濁
）
熟
シ
ヌ
レ
ハ
程
ヤ
ハ
候
。

ヘ
イ

＼
唐
併
（
平
）
州
（
平
）
ニ
岸
（
平
濁
）
禅
師
ト
申
ス
人
有
キ
。
（
五
七
八
下
）

の
よ
う
に
、
「
往
生
ノ
事
ハ
」
以
下
に
説
教
の
内
容
が
あ
り
、
そ
こ
で
締
め
括
っ
て
、
改
行
し
て
、
さ
ら
に
説
話
の
冒
頭
に
「
＼
」
と
い
っ
た

符
号
を
冠
し
て
導
入
す
る
も
の
で
あ
り
、
説
話
の
箇
所
が
容
易
に
把
握
で
き
る
。

次
に
、

第
H
類
、
「
サ
レ
バ
」
な
ど
の
接
続
詞
で
導
入
す
る
ケ
ー
ス

こ
れ
は
、
改
行
や
そ
れ
と
示
す
符
号
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
次
に
示
す
例
の
よ
う
に
、
説
話
導
入
の
際
に
、
「
サ
レ
バ
」
な
ど
の
接
続

詞
を
用
い
る
も
の
で
、
内
容
の
上
だ
け
で
な
く
、
言
語
表
現
の
上
で
そ
れ
以
前
の
説
教
の
部
分
と
は
区
別
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

○
蒙
り
人
魂
（
上
）
↓
催
ヲ
ス
モ
他
ノ
愛
冠
リ
素
翠
之
髪
盲
シ
不
ス
ト
云
事
依
霊
化
麗
（
去
）
之
力
撃
て
サ
l
笥
楊
貴
妃
ハ
唐
ノ
玄
宗
皇
帝
ノ
最
愛
之

レ
イ

妃
ト
云
テ
漢
（
去
）
宮
（
平
軽
）
ノ
佳
麗
三
千
人
三
千
ノ
寵
（
上
）
愛
（
平
）
ハ
在
り
卜
一
身
三
千
人
ノ
后
ノ
寵
愛
ヲ
一
身
こ
東
メ
テ
シ
人
也
。
（
六
一
三
上
）

日
光
輪
王
寺
蔵
『
諸
事
表
白
』
所
収
の
説
話
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五
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最
後
に
、

第
m
類
、
無
標

こ
れ
は
、
説
話
導
入
を
示
す
し
る
し
の
無
い
も
の
で
、
そ
の
ま
ま
説
教
か
ら
説
話
に
叙
述
が
展
開
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
冒
頭
に
は
類

型
的
な
表
現
が
認
め
ら
れ
る
。

回
人
物
提
示
型

一
つ
に
、
次
の
よ
う
に
説
教
の
「
又
三
悪
道
ノ
利
益
共
二
無
シ
有
ル
事
勝
劣
l
。
」
の
後
に
、
「
道
真
」
な
る
人
物
を
提
示
し
、
以
下
に
説
話
を

展
開
さ
せ
る
と
い
っ
た
型
の
も
の
が
認
め
ら
れ
る
。

ケ

ン

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

シ

ヤ

ウ

　

　

　

　

　

　

　

ラ

ム

　

　

　

　

ヒ

ン

○
又
三
悪
道
ノ
利
益
共
二
無
シ
有
ル
事
勝
劣
一
。
△
唐
ノ
顧
（
平
）
徳
寺
二
道
眞
ト
云
者
有
リ
キ
。
菅
（
平
）
丞
（
平
）
相
（
去
濁
）
ノ
御
名
二
濫
シ
テ
元
キ
便
（
平

ナ

濁
）
名
ニ
テ
ソ
候
。
（
五
九
一
下
、
△
印
は
、
説
話
の
導
入
箇
所
を
示
す
。
以
下
同
）

㈲
出
典
提
示
型

第
二
に
、
次
の
よ
う
に
説
話
の
出
典
文
献
を
示
し
て
語
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。

○
於
我
法
中
修
行
梵
行
具
三
衆
（
平
濁
）
戒
設
有
毀
犯
聞
我
名
巳
還
得
清
浄
不
堕
悪
戯
ト
文
。
獅
瑚
艶
諾
。
△
尚
（
去
）
緑
師
（
上
濁
）
ノ
博
（
平
濁
）

ニ
イ
ミ
シ
イ
事
候
。
有
り
一
人
ノ
比
丘
。
（
五
八
八
下
）

回
投
出
し
型

「
投
出
し
型
」
と
い
っ
た
呼
称
が
適
切
で
あ
る
か
ど
う
か
問
題
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
左
の
よ
う
に
、
説
教
の
後
直
ち
に
説
話
の
叙
述
展
開

が
行
な
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
。

ミ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヲ

シ

ヘ

ナ

ヲ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ス

ヘ

テ

○
元
常
ト
云
物
琴
姦
…
力
盲
テ
候
。
△
阿
難
尊
者
ノ
以
天
眼
盲
廻
ラ
シ
テ
五
天
竺
↓
人
ノ
邪
見
ヲ
訓
直
シ
ツ
㌻
僧
ナ
ト
ヤ
有
ル
ト
見
二
凡
一
人
モ

不
リ
キ
候
㌢
（
五
八
五
上
）

な
お
、
こ
の
伺
～
回
の
タ
イ
プ
自
体
は
、
第
－
類
や
第
H
類
に
も
適
応
可
能
で
あ
っ
て
、
か
か
る
観
点
か
ら
す
る
と
、
第
－
類
は
、
い
ず



れ
も
人
物
提
示
型
、
第
H
類
は
、
い
ず
れ
も
投
出
し
型
に
属
す
る
。

以
上
、
本
書
の
説
話
引
用
の
形
式
に
は
、
I
～
H
の
三
類
に
分
類
可
能
で
あ
っ
て
、
さ
ら
に
m
類
に
つ
い
て
は
、
三
つ
に
下
位
分
類
で
き

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
先
の
［
表
I
］
　
の
二
十
篇
の
説
話
が
ど
の
型
に
該
当
す
る
か
を
示
す
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

［
表
Ⅱ
］
説
話
引
用
の
諸
形
式

I
改
行
、
科
段
符
導
入
…
・
…
…
…
：
①
、

H
接
続
詞
導
入
＝
…
…
　
　
…
…
⑧
、

Ⅲ
伺
人
物
提
示
型
…
…
・
　
　
…
・
②
、

㈲
出
典
提
示
型
…
＝
…
：
…
…
…
・
⑥
、

何
投
出
し
撃
・
…
：
　
　
・
…
‥
③
、

⑮⑫
、

⑨
、

⑩④
、

（
い
ず
れ
も
伺
人
物
提
示
型
）

⑳
（
い
ず
れ
も
回
投
出
し
型
）

⑬
、
⑯
、
⑱

⑤
、
⑦
、
⑪
、
⑭
、
⑰
、
⑳

右
の
［
表
里
に
よ
っ
て
、
H
の
無
標
の
タ
イ
プ
の
最
も
多
い
こ
と
が
分
か
る
。
又
、
見
方
を
変
え
れ
ば
、
人
物
提
示
型
（
第
－
類
と
第
m

類
の
回
）
の
使
用
度
数
の
高
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
い
き
な
り
説
話
に
入
る
場
合
に
も
、
人
物
提
示
を
最
初
に
行
な
う
こ
と
で
説

教
か
ら
説
話
へ
の
移
行
を
示
す
と
い
っ
た
、
法
会
の
場
に
お
け
る
説
話
導
入
の
手
法
の
一
端
を
窺
わ
し
め
る
も
の
と
し
て
、
注
意
さ
れ
る
。

四
、
法
会
に
お
け
る
説
話
引
用
の
意
味

さ
て
、
［
表
I
］
に
示
し
た
二
十
篇
の
説
話
は
、
本
書
に
お
い
て
ど
う
い
う
意
味
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

以
下
に
は
、
こ
の
間
題
に
つ
い
て
、
類
誌
と
の
比
較
を
通
し
て
や
や
詳
し
く
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

（3）

一
口
に
、
『
諸
事
表
白
』
の
説
話
と
言
っ
て
も
、
叙
述
の
有
り
様
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
＜
話
∨
と
し
て
の
結
束
性
を
有
し
具
体
的
か
つ
詳
細
に

叙
述
が
展
開
す
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
要
旨
の
み
を
記
す
梗
概
説
話
、
ま
た
極
端
な
場
合
は
、
説
話
内
容
を
端
的
に
示
す
語
句
に
よ
っ
て
背
景

（4）

的
に
説
話
の
存
在
を
予
想
さ
せ
る
も
の
も
あ
る
。
こ
の
内
、
説
話
語
句
と
い
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
今
回
「
説
話
」
と
は
認
め
て
い
な
い
の

日
光
輪
王
寺
蔵
『
諸
事
表
白
』
所
収
の
説
話
に
つ
い
て
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一
〇
八

で
、
こ
の
二
十
篇
に
は
挙
が
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
所
謂
梗
概
説
話
に
つ
い
て
は
、
ど
の
段
階
で
ど
の
部
分
の
説
話
を
簡
略
化
し
た
か
が
分

明
で
な
く
、
類
話
の
推
定
も
困
難
で
あ
る
場
合
が
多
い
。

従
っ
て
、
本
書
の
説
話
引
用
の
意
味
を
考
察
す
る
に
は
、
説
話
と
し
て
典
型
的
な
、
具
体
的
叙
述
を
有
す
る
も
の
を
第
一
に
は
対
象
と
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
⑳
の
楊
貴
妃
説
話
と
、
②
の
小
野
笠
冥
官
説
話
の
二
第
を
取
り
上
げ
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。

こ
の
二
篇
を
取
り
上
げ
た
の
は
、
上
記
の
条
件
を
満
足
し
て
い
て
本
書
中
言
語
量
が
最
も
多
く
ま
た
文
飾
に
富
ん
で
い
る
こ
と
、
か
つ
本
邦

文
献
に
類
話
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
の
二
つ
の
理
由
に
基
づ
く
。

（5）

な
お
、
類
語
と
し
て
唐
土
の
経
典
類
の
漢
文
文
献
の
み
し
か
見
出
し
て
い
な
い
説
話
に
つ
い
て
は
、
別
に
論
ず
る
予
定
で
あ
る
。

（
1
）
楊
貴
妃
説
話
の
場
合

［
表
I
］
　
の
説
話
番
号
⑳
楊
貴
妃
説
話
は
、
第
七
篇
「
施
主
分
」
に
収
載
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
標
題
下
の
注
記
に
も
「
夫
妻
別
　
夫
法

師
也
　
妻
ハ
滅
後
こ
尼
成
レ
リ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
第
七
篇
は
、
法
師
た
る
夫
に
先
立
た
れ
た
妻
が
そ
の
後
出
家
し
、
尼
に
な
っ
て
夫
の

一
周
忌
供
養
を
行
な
っ
た
際
の
文
章
で
あ
る
。
先
の
説
話
引
用
形
式
か
ら
す
る
と
、
第
H
類
接
続
詞
導
入
の
タ
イ
プ
に
該
当
す
る
。

そ
の
冒
頭
部
を
抄
出
す
れ
ば
、
次
の
如
く
な
ろ
う
。

○
サ
レ
ハ
、
楊
貴
妃
ハ
唐
ノ
玄
宗
皇
帝
ノ
最
愛
之
妃
ト
云
テ
、
漢
（
去
）
宮
（
平
軽
）
ノ
佳
麗
三
千
人
三
千
ノ
寵
〈
上
〉
愛
（
平
）
ハ
在
り
卜
一
身
－
一
て
三
千
人
ノ

シ
ユ

后
ノ
寵
愛
ヲ
一
身
二
乗
メ
テ
シ
人
也
。
其
力
玄
宗
皇
帝
ノ
姉
ネ
ニ
公
（
平
軽
）
主
（
平
）
ト
聞
ユ
ル
人
候
ケ
リ
。
其
人
ノ
玉
マ
ノ
笛
ヲ
楊
貴
妃
帝
王
ノ
寵
愛
二
誇
コ

ハ

ウ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

フ

テ
其
笛
ヲ
取
テ
吹
ヒ
タ
リ
ケ
ル
こ
、
笛
ハ
人
ノ
ロ
ニ
ア
ツ
ル
物
ナ
レ
ト
モ
無
イ
法
一
物
ト
申
テ
此
回
ノ
人
モ
上
郎
ノ
笛
ヲ
下
郎
モ
吹
イ
ツ
、
主
（
上
）
君
ノ
笛
ヲ

従
（
去
濁
）
者
（
平
濁
）
モ
吹
ク
事
テ
。
ソ
候
二
、
彼
レ
ハ
王
女
ノ
公
（
平
軽
）
主
ノ
笛
ヲ
ハ
地
下
ノ
楊
貴
妃
ハ
吹
ク
ソ
ト
云
テ
、
忽
こ
蒙
テ
勅
（
入
）
勘
（
平
）
づ
被
レ
キ
追
イ

コ籠
霊
（
六
一
三
上
）



「
漢
（
去
）
宮
（
平
癒
）
ノ
佳
麗
三
千
人
三
千
ノ
寵
（
上
）
愛
（
平
）
ハ
在
り
卜
一
身
こ
の
如
く
白
楽
天
の
長
恨
歌
の
詩
句
を
も
引
用
し
な
が
ら
、
叙
述
が

展
開
さ
れ
る
。
こ
の
説
話
の
梗
概
を
プ
ロ
ッ
ト
の
進
行
に
沿
っ
て
示
せ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

1
、
楊
責
妃
が
玄
宗
皇
帝
の
最
愛
の
妃
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。

「2
、
玄
宗
皇
帝
の
姉
・
公
主
の
笛
を
楊
貴
妃
が
吹
く
。

「3
、
王
女
の
笛
を
地
下
の
者
が
吹
い
た
罪
に
よ
っ
て
、
楊
貴
妃
、
勅
勘
を
蒙
っ
て
追
い
込
め
ら
れ
る
。
（
以
上
、
先
に
引
用
し
た
箇
所
）

〔4
、
玄
宗
皇
帝
の
、
楊
貴
妃
に
対
す
る
思
慕
の
情
と
政
道
を
軽
ん
ず
ま
い
と
念
ず
る
心
の
葛
藤
。

「5
、
楊
貴
妃
の
回
想
－
片
時
も
離
れ
ず
帝
王
に
お
仕
え
し
、
寵
愛
を
一
身
に
受
け
、
帝
王
が
政
治
を
怠
る
よ
う
に
ま
で
な
っ
た
こ
と
。

「6
、
楊
責
妃
の
怠
状
－
楊
貴
妃
、
原
罪
の
し
る
L
と
し
て
、
賓
の
下
の
髪
を
一
丸
切
っ
て
献
上
す
る
。

「7
、
玄
宗
、
こ
れ
に
感
じ
て
楊
貴
妃
を
許
し
召
し
返
す
。

ハ

ヽ

カ

リ

テ

ウ

　

　

マ

ツ

リ

コ

ト

説
話
は
い
わ
ば
外
か
ら
事
件
を
綴
り
な
が
ら
も
、
時
に
「
帝
王
憲
二
ハ
難
ウ
忍
忘
心
食
セ
ト
モ
、
人
目
二
慣
朝
（
平
）
ノ
政
　
軽
シ
メ
ナ
サ
シ
ト

キ

ヨ

イ

テ
」
と
玄
宗
皇
帝
の
心
の
内
を
語
り
、
ま
た
「
恭
ウ
モ
御
衣
ノ
気
色
ノ
恋
シ
サ
カ
ケ
マ
ク
モ
勅
勘
ノ
至
リ
ノ
悲
サ
四
方
モ
ク
レ
東
西
モ
ク
レ
テ
無
ウ
忍

日
光
輪
王
寺
蔵
『
諸
事
表
白
』
所
収
の
説
話
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
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語
　
研
　
究

フ
方
憲
…
ゥ
ナ
ク
サ
ム
方
↓
覚
へ
ケ
レ
ハ
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、
楊
貴
妃
の
心
中
に
も
立
ち
入
り
な
が
ら
巧
み
に
語
ら
れ
る
。

さ
て
、
こ
の
説
話
の
類
語
と
し
て
は
、
現
段
階
で
は
、
唐
・
楽
史
作
の
『
楊
太
真
外
伝
』
と
、
本
邦
の
『
唐
物
語
』
第
十
八
話
を
見
出
し

（6）

て
い
る
。
『
楊
太
東
外
伝
』
と
『
唐
物
語
』
　
の
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
既
に
池
田
利
夫
氏
の
詳
論
が
あ
る
。

い
ま
、
そ
れ
ぞ
れ
の
説
話
と
本
書
所
収
の
楊
貴
妃
説
話
と
を
比
較
し
て
、
そ
の
内
容
上
の
関
係
を
把
握
し
て
み
る
。

ま
ず
、
『
楊
太
真
外
伝
』
と
本
書
の
説
話
を
比
較
す
る
と
、
共
通
点
と
し
て
「
玄
宗
皇
帝
ゆ
か
り
の
皇
族
の
笛
を
吹
い
た
こ
と
で
勅
勘
を
蒙

っ
た
」
と
い
う
こ
と
と
「
髪
を
一
ふ
さ
切
っ
て
詫
び
、
許
さ
れ
た
」
と
い
う
こ
と
の
二
点
が
指
摘
で
き
、
こ
れ
が
両
者
を
類
語
関
係
と
認
め

る
所
以
で
あ
る
。

相
違
点
と
し
て
は
、
本
書
で
は
右
記
2
、
笛
の
持
ち
主
が
玄
宗
の
姉
・
公
主
で
あ
る
の
に
、
『
楊
太
真
外
伝
』
で
は
玄
宗
の
兄
・
寧
王
と
す

る
点
、
4
の
玄
宗
皇
帝
の
心
中
、
5
の
楊
貴
妃
の
回
想
と
い
っ
た
部
分
が
、
『
楊
太
真
外
伝
』
　
に
は
な
い
点
、
ま
た
6
に
つ
い
て
の
経
緯
は
、

本
書
に
比
し
て
『
楊
太
真
外
伝
』
の
方
が
詳
し
く
記
さ
れ
、
楊
国
忠
－
玄
宗
、
着
光
－
玄
宗
の
や
り
と
り
を
介
し
て
後
、
楊
貴
妃
は
、
「
初
令

l
亘
便
張
事
光
送
レ
妃
至
レ
宅
。
妃
泣
謂
二
韓
光
白
。
」
（
続
国
訳
漢
文
大
成
本
）
と
あ
る
よ
う
に
、
死
の
決
意
を
事
光
に
告
白
し
、
事
光
の
ロ
か
ら

玄
宗
に
楊
貴
妃
の
思
い
が
伝
え
ら
れ
る
と
い
っ
た
記
述
に
な
っ
て
い
る
点
が
指
摘
で
き
る
。

次
に
、
『
唐
物
語
』
と
の
関
係
で
あ
る
が
、
本
書
と
こ
れ
を
類
話
の
関
係
に
あ
る
と
認
め
た
共
通
点
に
つ
い
て
は
、
『
楊
太
真
外
伝
』
と
同

じ
で
あ
る
。

相
違
点
と
し
て
は
、
本
書
で
は
右
記
2
、
笛
の
持
ち
主
が
玄
宗
の
姉
・
公
主
で
あ
る
の
に
、
『
唐
物
語
』
で
は
『
楊
太
真
外
伝
』
と
同
じ
く

寧
王
と
す
る
点
（
但
し
、
『
唐
物
語
』
で
は
玄
宗
の
弟
と
す
る
）
、
4
・
5
の
心
情
描
写
が
見
ら
れ
な
い
点
、
6
に
つ
い
て
、
『
楊
太
真
外
伝
』
ほ

ど
詳
述
さ
れ
な
い
が
、
「
御
つ
か
ひ
も
い
と
は
し
た
な
き
ま
て
お
ほ
え
っ
～
こ
の
よ
し
を
奏
す
る
に
」
（
尊
経
閣
文
庫
蔵
本
、
『
唐
物
語
校
本
及
び

総
索
引
』
昭
和
鍋
、
笠
間
書
院
）
と
楊
貴
妃
の
思
い
を
伝
え
る
使
者
が
登
場
す
る
（
但
し
、
『
楊
大
貴
外
伝
』
の
よ
う
に
楊
貴
妃
は
死
を
決
意
し
て
ま

で
は
い
な
い
）
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。



以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
書
の
楊
貴
妃
説
話
と
、
『
楊
太
真
外
伝
』
、
『
唐
物
語
』
の
三
者
の
関
係
に
つ
い
て
整
理
す
る
と
、
細
部
で
は
そ
れ
ぞ

れ
に
微
妙
に
異
な
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
総
じ
て
『
楊
太
真
外
伝
』
と
『
唐
物
語
』
　
の
距
離
の
接
近
し
て
い
て
、
本
書
と
の
遠
さ
を
認
め
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
判
ぜ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
『
楊
大
貴
外
伝
』
と
『
唐
物
語
』
が
共
に
、
笛
の
持
ち
主
を
寧
王
と
し
て
い
る
の
に
、
本

書
で
は
公
主
と
す
る
こ
と
や
前
二
者
が
楊
貴
妃
の
心
中
を
使
者
を
通
し
て
伝
え
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
本
書
で
は
そ
う
な
っ
て
い
な
い
こ
と
、

そ
し
て
、
前
二
者
に
は
本
書
に
存
す
る
4
・
5
の
、
楊
貴
妃
と
玄
宗
皇
帝
の
心
情
描
写
が
記
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
本
書

『
諸
事
表
白
』
　
の
楊
貴
妃
説
話
の
意
味
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
書
の
当
該
説
話
は
、
類
話
の
二
作
品
と
は
異
な
り
、

ど
う
い
う
情
報
を
誰
を
介
し
て
誰
に
伝
え
た
か
と
い
っ
た
事
実
関
係
に
つ
い
て
は
簡
略
に
述
べ
、
逆
に
、
登
場
人
物
の
心
中
に
立
ち
入
っ
て

詳
し
く
述
べ
よ
う
と
す
る
特
徴
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

一
体
、
そ
れ
で
は
、
何
故
本
書
で
は
こ
の
よ
う
な
「
語
り
」
の
方
法
が
選
択
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

前
述
の
如
く
、
本
書
の
説
話
は
、
『
唐
物
語
』
の
よ
う
な
説
話
集
と
し
て
個
々
の
説
話
が
自
律
的
に
存
す
る
の
で
は
な
く
、
法
会
の
場
に
お

い
て
引
用
さ
れ
た
、
い
わ
ば
法
会
の
内
容
に
従
属
し
た
存
在
と
い
う
性
格
を
有
す
る
。
従
っ
て
、
引
用
さ
れ
た
説
話
は
、
当
然
法
会
全
体
の

流
れ
の
中
で
位
置
付
け
ら
れ
、
法
会
の
目
的
に
適
う
よ
う
に
引
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
の
予
想
が
得
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
を
念
頭
に
置
い
た
上
で
、
当
該
説
話
を
引
用
す
る
第
七
第
の
法
会
の
内
容
・
目
的
と
当
該
説
話
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
て
み

る
こ
と
と
し
た
い
。

『
諸
事
表
白
』
第
七
篇
は
、
「
施
主
分
」
で
あ
る
。
信
承
法
印
撰
『
法
則
集
』
や
『
沙
石
集
』
巻
第
八
（
二
十
三
）
「
歯
取
ラ
ル
、
事
」
に
も

見
え
る
よ
う
に
、
こ
の
「
施
主
分
」
は
法
会
の
主
宰
者
た
る
施
主
の
善
根
を
賛
嘆
す
る
段
で
あ
り
、
本
書
の
第
七
篇
の
場
合
、
こ
れ
は
夫
法

師
の
死
後
自
ら
も
出
家
し
て
尼
と
な
っ
た
妻
を
賛
嘆
す
る
た
め
に
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

○
我
レ
只
切
テ
髪
ヲ
替
へ
那
嘉
リ
首
寡
ア
衣
憲
章
里
盲
霊
ノ
菩
提
づ
モ
我
力
御
身
モ
入
リ
ナ
ウ
ト
仏
道
盲
食
メ
ス
。
是
コ
ソ
実
ノ
善
女
人
、
是
コ

ホ

ト

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

コ

ソ
真
実
ノ
善
知
識
ナ
レ
。
女
人
ノ
御
身
ニ
ハ
髪
ミ
許
ノ
賛
ヤ
ハ
有
ル
。
（
中
略
）
取
テ
ハ
女
人
三
先
ッ
無
イ
左
右
↓
第
一
ノ
賛
ラ
バ
只
髪
ミ
ニ
候
フ
ソ
。
女
御

日
光
輪
王
寺
蔵
『
諸
事
表
白
』
所
収
の
説
話
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
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二
二

ヒ

キ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

チ

ヨ

ウ

后
ノ
幸
ヲ
引
望
依
ル
髪
㌢
大
臣
公
卿
ノ
北
ノ
方
。
被
ル
、
モ
崇
」
、
蒙
り
人
ノ
寵
（
上
）
靂
ヲ
ス
モ
他
ノ
愛
蒙
り
素
翠
之
髪
「
無
シ
不
ス
ト
云
事
依

レ
イ
　
　
　
　
　
カ
ム
サ
シ
こ

霊
化
麗
（
去
）
之
響
4

《
説
話
》

カ

シ

ラ

　

　

ヌ

カ

ム

ト

コ

ソ

ハ

コ

ト

ワ

サ

以
テ
之
富
心
。
之
↓
、
貴
賎
ヲ
不
論
㌢
老
少
ヲ
不
云
「
女
人
之
第
二
賛
ハ
髪
二
候
フ
事
之
至
リ
ヌ
ル
ニ
ハ
。
サ
レ
ハ
頭
ノ
髪
ヲ
抜
　
諺
ニ
モ

申
ス
事
テ
候
メ
レ
。
（
六
二
二
上
）

右
は
、
『
宝
物
集
』
の
「
人
ノ
身
テ
何
力
第
一
ノ
賛
ニ
テ
有
ケ
ル
」
（
片
仮
名
古
活
字
三
巻
本
）
に
も
似
た
問
題
提
起
で
女
性
第
一
の
宝
は
髪

に
他
な
ら
な
い
こ
と
を
言
い
、
尼
の
立
場
を
導
師
は
付
度
し
て
出
家
の
功
徳
を
賛
嘆
す
る
。
女
性
は
出
家
す
る
に
際
し
剃
髪
す
る
の
で
あ
る

が
、
そ
の
髪
は
女
性
に
と
っ
て
第
一
の
宝
で
あ
る
、
そ
れ
を
敢
え
て
亡
き
夫
の
た
め
に
剃
る
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
力
説
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
当
該
の
尼
の
出
家
の
決
意
の
ほ
ど
と
夫
へ
の
愛
情
の
深
さ
が
強
調
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

右
の
《
説
話
》
の
所
に
、
先
に
見
た
楊
貴
妃
説
話
が
配
置
さ
れ
る
。
こ
の
、
傾
国
の
美
女
楊
貴
妃
の
決
意
の
ほ
ど
を
女
性
に
と
っ
て
最
も

大
切
な
髪
を
切
る
こ
と
に
よ
っ
て
示
す
と
い
う
説
話
は
、
当
該
法
会
の
尼
の
出
家
の
決
意
に
準
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
こ
の

点
を
押
さ
え
る
と
、
楊
貴
妃
の
心
中
を
詳
細
に
記
述
す
る
『
諸
事
表
白
』
の
説
話
の
語
り
口
が
理
解
さ
れ
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な

わ
ち
、
導
師
が
施
主
の
立
場
か
ら
そ
の
志
を
説
く
段
と
し
て
の
「
施
主
分
」
と
し
て
は
、
説
話
と
い
う
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
、
賛
嘆
の
対

象
た
る
施
主
に
準
え
ら
れ
る
女
性
（
＝
楊
貴
妃
）
の
、
相
手
の
男
性
へ
の
愛
情
の
深
さ
を
説
明
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
考

ぇ
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
か
つ
、
玄
宗
皇
帝
の
心
中
を
詳
述
す
る
こ
と
も
、
当
該
法
会
の
亡
く
な
っ
た
夫
が
如
何
に
妻
を
想
っ
て
い
た
か
を
伝
え
る
に
効

果
的
で
あ
る
）
。

こ
の
よ
う
に
、
『
諸
事
表
白
』
所
収
の
説
話
は
、
あ
く
ま
で
当
該
法
会
の
目
的
に
適
う
形
で
引
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
「
語
り
」
の
方
法
も

こ
の
点
に
力
点
が
置
か
れ
た
表
現
に
な
っ
て
い
る
と
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。



（
2
）
　
小
野
箸
説
話
の
場
合

先
に
見
た
楊
貴
妃
説
話
は
、
そ
の
引
用
の
意
味
が
比
較
的
容
易
に
了
解
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
『
諸
事
表
白
』
所
収
の
説
話
の
大
部
分
は
、

こ
の
よ
う
に
当
該
法
会
の
目
的
を
押
さ
え
る
と
そ
の
引
用
の
意
味
は
理
解
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
故
効
果
的
に
説
話
が
法
会
中
に

機
能
し
て
い
る
こ
と
も
裏
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
②
小
野
塁
説
話
は
、
何
故
そ
こ
に
引
用
さ
れ
た
か
、
そ
の
意
味
の
必
ず
し
も
判
然
と
し
な
い
ケ
ー
ス
と
し

て
注
意
さ
れ
る
。

②
小
野
笠
説
話
を
収
録
す
る
の
は
、
本
書
第
二
第
「
施
主
分
大
般
若
　
正
治
二
年
三
月
廿
五
日
去
年
逝
去
貴
女
也
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
生

前
か
ら
仏
像
も
経
巻
も
整
え
て
法
要
供
養
の
準
備
を
し
て
い
た
が
突
如
逝
去
し
た
貴
女
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
催
し
た
、
大
般
若
経
書
写
供

養
の
法
会
の
、
施
主
賛
嘆
の
篇
で
あ
る
。

こ
の
説
話
は
、
先
の
引
用
形
式
か
ら
す
る
と
、
第
m
類
何
に
属
し
、
人
物
を
提
示
し
、
以
下
に
説
話
が
展
開
さ
れ
る
。
先
と
同
様
、
次
に

そ
の
冒
頭
部
を
示
す
。

セ

イ

　

　

ヒ

ン

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

カ

○
野
（
上
）
相
（
去
）
公
（
平
蛭
）
ト
申
ハ
本
ハ
是
レ
勒
撃
院
ノ
畢
生
也
。
野
生
卜
云
テ
清
（
平
蛭
）
貧
無
キ
極
り
者
ノ
テ
候
タ
ル
カ
無
キ
術
l
事
哉
。
人
ニ
ハ
必
ス
物
ノ
云

フ

セ

ク

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ホ

フ

ヒ
合
ス
ル
者
ノ
ア
リ
。
夜
ハ
重
テ
衣
づ
禦
寒
づ
事
ア
リ
。
我
レ
貧
乏
二
シ
テ
元

セ

ン

カ

ふ

ノ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

オ

コ

シ
ト
為
】
方
一
歎
キ
候
ケ
ル
ニ
或
ル
人
此
ヲ
鳴
呼
ツ
イ
テ
申
ス
様
ハ
昔
時
ノ
右

ヒ

メ

　

　

　

　

　

ケ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ハ

カ

ラ

大
臣
ノ
十
二
ノ
姫
君
未
材
取
ラ
嫁
（
上
）
琴
平
濁
）
づ
御
ス
バ
其
ヲ
申
給
へ
カ
シ
ト
云
フ
。
相
（
去
）
公
（
平
軽
）
信
シ
テ
之
霊
旭
テ
状
づ
申
ス
ニ
此
由
づ
不
ル
ニ
計
l
御

ム
コ
こ
成
り
了
ヌ
。
（
五
七
九
下
）

こ
の
説
話
の
梗
概
を
プ
ロ
ッ
ト
の
進
行
に
沿
っ
て
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

1
、
小
野
董
（
野
相
公
）
　
の
紹
介
（
＝
勧
学
院
の
学
生
、
清
貧
の
人
）

「

日
光
輪
王
寺
蔵
『
諸
事
表
白
』
所
収
の
説
話
に
つ
い
て

一

一

三
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2
、
右
大
臣
藤
原
三
守
の
第
十
二
の
姫
君
を
状
を
造
っ
て
要
り
、
昇
進
し
て
宰
相
に
な
る
。

「3
、
舅
の
右
大
臣
危
篤
。
一
族
馳
せ
参
じ
安
否
を
気
遣
う
も
、
笠
一
人
寄
り
付
か
ず
昼
夜
臥
寝
す
る
。

「4
、
右
大
臣
の
死
。
一
族
悲
嘆
に
暮
れ
る
も
、
二
、
三
時
ば
か
り
後
に
蘇
生
。

t5
、
右
大
臣
蘇
生
の
後
、
笠
を
召
し
て
三
度
拝
し
て
返
す
。

「6
、
こ
れ
を
不
審
が
る
周
囲
の
者
に
対
し
て
、
右
大
臣
は
、
死
し
て
閣
魔
庁
に
召
さ
れ
た
時
、
庁
衆
と
し
て
第
三
座
に
列
し
て
い
た
茎
の
申

し
状
に
よ
り
優
免
さ
れ
た
由
を
話
す
。
（
優
免
の
理
由
＝
右
大
臣
は
笠
に
と
っ
て
「
閣
浮
提
ノ
緑
人
」
）

「7
、
結
び
。
（
笠
が
昼
寝
し
て
い
た
の
は
、
実
は
閤
魔
庁
に
赴
い
て
右
大
臣
の
沙
汰
を
行
な
う
た
め
）

こ
の
説
話
の
類
話
と
し
て
は
、
以
下
に
掲
げ
る
七
つ
の
文
献
を
見
出
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
「
小
野
笠
が
閣
魔
庁
の
衆
で
あ
っ
た
」
と

す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
含
む
点
共
通
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
次
に
文
献
毎
に
、
こ
の
1
～
7
の
プ
ロ
ッ
ト
に
つ
い
て
共
通
点
と
相
違
点
と
を

観
察
す
る
こ
と
と
す
る
。
○
印
は
当
該
の
記
事
が
『
諸
事
表
白
』
の
説
話
の
そ
れ
と
一
致
す
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
特
に

注
意
し
た
い
場
合
に
付
す
。
×
印
は
、
そ
の
プ
ロ
ッ
ト
に
お
け
る
当
該
の
記
事
が
存
し
な
い
こ
と
を
示
す
。
A
I
B
は
、
『
諸
事
表
白
』
　
の
説

話
で
は
、
A
で
あ
る
の
が
、
そ
の
文
献
で
は
B
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
そ
の
他
の
記
載
は
、
『
諸
事
表
白
』
に
は
記
さ
れ
な
い
が
、
当

該
文
献
に
は
記
さ
れ
る
記
事
で
あ
る
。



①
『
今
昔
物
語
集
』
巻
第
二
十
・
第
四
十
五
「
小
野
笠
、
依
情
助
西
三
条
大
臣
語
」
（
岩
波
旧
大
系
本
）

1
、
清
貧
×
、
小
野
董
「
公
ケ
過
」
を
行
な
わ
れ
る
も
、
大
臣
弁
護
す
る
。

2
、
〇
右
大
臣
藤
原
三
守
1
西
三
条
藤
原
良
相
、
婿
＝
舅
の
関
係
×

3
、
一
族
の
様
子
×

4
、
蘇
生
1
死
と
蘇
生
の
問
に
6
の
閣
魔
王
宮
で
の
出
来
事
を
挿
入
。

5

、

×

6
、
第
三
座
×
、
○
優
免
の
理
由
「
心
直
テ
ク
シ
人
ノ
為
二
言
キ
者
也
」

7
、
後
日
讃
　
（
大
臣
、
闇
魔
王
宮
で
の
事
を
笠
に
尋
ね
る
。
葦
、
恩
返
し
で
あ
る
と
答
え
る
。
他
言
せ
ぬ
こ
と
と
の
戒
め
。
大
臣
「
人
ノ
為
忙
可
直

也
」
と
人
に
も
教
え
る
。
や
が
て
、
小
野
笠
が
閣
魔
王
宮
の
臣
た
る
こ
と
人
々
に
知
れ
渡
り
、
彼
を
畏
怖
す
る
よ
う
に
な
る
）

②
『
水
言
紗
』
　
（
古
本
系
江
談
抄
注
解
）

1
、
藤
原
高
藤
卿
（
中
納
言
中
将
）
　
と
小
野
笠
、
朱
雀
門
の
前
で
百
鬼
夜
行
に
遇
う
。

2
、
〇
右
大
臣
藤
原
三
守
1
藤
原
高
藤
卿
、
婿
＝
舅
の
関
係
×

3
、
一
族
の
様
子
×

4
、
葦
、
高
藤
の
祖
父
（
冬
嗣
）
　
に
向
か
っ
て
、
車
の
簾
・
鍬
を
高
藤
に
切
ら
れ
た
こ
と
の
仔
細
を
語
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
高
藤
俄
に
「
頓

滅」。

5
、
「
三
度
」
×

6
、
第
三
座
1
第
二
冥
官

○
優
免
の
理
由
×

7

、

×

日
光
輸
王
寺
蔵
『
諸
事
表
白
』
所
収
の
説
話
に
つ
い
て
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③
『
和
漢
朗
詠
集
註
』
　
（
永
済
註
）

1
、
清
貧
×
、
「
ア
ヤ
シ
キ
相
ア
ル
人
」

2
、
〇
右
大
臣
藤
原
三
守
1
清
原
夏
野
大
臣
（
大
臣
の
婿
た
ら
ん
と
艶
書
を
作
る
＝
文
才
）

3
、
一
族
の
様
子
×
　
6
の
後
に
「
昼
三
時
夜
三
時
ネ
フ
ル
コ
ト
ナ
ン
侍
ル
」

4
、
蘇
生
1
死
と
蘇
生
の
間
に
6
の
閣
魔
王
宮
で
の
出
来
事
を
挿
入
。

5

、

×

一
二
ハ

6
、
茎
、
閣
魔
王
宮
の
執
筆
臣
。
○
優
免
の
理
由
「
金
泥
ノ
大
般
若
経
ヲ
書
テ
供
養
セ
ン
ト
云
フ
宿
願
」

7
、
後
日
讃
　
（
大
臣
、
比
叡
山
の
僧
寂
光
師
を
導
師
と
し
て
、
大
般
若
経
供
養
の
法
会
を
行
な
う
。
小
野
笠
、
愛
宕
寺
の
内
よ
り
車
な
が
ら
地
底
に
）

④
『
帝
王
編
年
記
』
巻
第
十
三
・
文
徳
（
新
訂
増
補
国
史
大
系
）

1
、
清
貧
×
、
「
春
秋
五
十
一
。
身
長
六
尺
二
寸
」

2
、
「
重
者
三
守
大
臣
之
等
也
。
」

3
・
4
・
5
1
×
　
（
頓
死
す
る
も
蘇
生
、
と
い
っ
た
程
度
の
こ
と
を
記
す
の
み
で
簡
素
）

6
、
第
三
座
1
×

○
優
免
の
理
由
「
可
レ
書
二
大
般
若
一
之
願
」

7
、
「
或
説
」
と
し
て
、
「
第
二
生
人
也
。
文
殊
化
身
也
。
」
と
記
す
。

⑤
『
三
国
伝
記
』
巻
第
四
・
十
八
　
（
『
中
世
の
文
学
』
、
三
弥
井
書
店
）

1
、
閣
魔
宮
の
第
三
の
冥
官
。
詩
書
礼
楽
の
達
人
。

2
、
（
右
大
臣
藤
原
三
守
の
第
十
二
の
娘
を
文
才
に
よ
っ
て
要
る
。
『
諸
事
表
白
』
　
に
は
無
い
が
、
こ
れ
に
は
詩
文
の
引
用
有
り
）

3
、
危
篤
の
三
守
に
対
し
て
、
笠
、
「
助
か
り
た
い
な
ら
、
大
般
若
経
書
写
供
養
の
願
を
立
て
よ
」
と
勧
め
る
。



4
、
一
族
の
様
子
×

5

、

×

6
、
〇
優
免
の
理
由
「
大
般
若
ヲ
書
キ
供
養
セ
ン
ト
云
フ
心
願
」

7
、
後
日
詔
　
（
三
守
蘇
生
す
る
も
願
を
果
た
さ
ず
三
年
経
過
。
小
野
笠
、
冥
官
の
容
貌
で
三
守
を
睨
み
叱
責
す
る
。
三
守
、
畏
怖
し
て
直
ち
に
大
般

若
経
書
写
供
養
を
行
な
う
）

⑥
元
和
三
年
板
『
下
学
集
』
巻
上
人
名
門
第
六
（
新
生
社
版
、
古
辞
書
叢
刊
）

1
、
冥
府
を
往
還
す
る
人
物
。
嵯
峨
帝
の
時
の
人
。
参
議
に
至
る
。
峯
守
の
息
。
破
軍
星
の
化
身
。

2

～

7

×

（
8
）

⑦
『
豊
山
竹
林
寺
縁
起
』

1
、
小
野
茎
の
出
生

2
、
〇
右
大
臣
藤
原
三
守
1
関
白
西
三
条
良
相
（
男
＝
聾
の
関
係
）

3

、

×

4
、
頓
死
1
閣
魔
王
宮
、
八
大
地
獄
、
八
寒
地
獄
、
増
地
獄
の
有
様
。
第
三
の
冥
官
、
良
相
に
大
般
若
書
写
を
勧
め
る
。

5

、

×

6
、
〇
優
免
の
理
由
「
大
般
若
経
書
写
の
願
」

7
、
後
日
渾
　
（
良
相
、
寂
光
師
を
導
師
と
し
て
、
大
般
若
経
供
養
の
法
会
を
行
な
う
。
艮
相
、
娘
に
笠
が
冥
官
た
る
こ
と
を
告
げ
る
。
茎
、
憤
慨
し

て
、
愛
宕
寺
の
内
よ
り
車
な
が
ら
地
底
に
）

こ
れ
ら
諸
類
話
と
『
諸
事
表
白
』
　
の
説
話
を
概
観
し
て
、
特
に
注
目
し
て
み
た
い
点
は
、
第
一
に
蘇
生
し
た
人
物
が
誰
で
あ
る
か
、
第
二

日
光
輪
王
寺
蔵
『
諸
事
表
白
』
所
収
の
説
話
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八

に
蘇
生
し
た
（
闇
魔
王
か
ら
優
免
さ
れ
た
）
理
由
が
何
で
あ
る
か
、
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
二
点
に
絞
っ
て
整
理
し
、
［
表
H
］
に
纏
め
て
み

た
。

［
表
Ⅲ
］
　
小
野
笠
説
話
の
諸
相

415171 31 21 C

登
山
竹
林

元 三 帝 諸 和
、

水 今

文和
＝ 国 王 事

漠
朗 言 昔

‾年
竜 伝

編
表

詠

． 砂
物 献

寺
緑

反
下 年 永

語
名‘起 学

集
記 記 白 済

註
集

西
＝

記
拭

右 右 右 清
原

高
藤

西
二 柵

‾条
赴
ナ

大
臣

大
臣

大
臣 小夏巨ボHヮ

‾条
蘇
生

大 シ 藤 藤 藤 野 中 大 し
臣 原

＿
原
＿

原
＿

大 納
三

臣 た
良
相

ニ
守

二
守

二
守

臣 ‾口中
将

艮
相

人
物

大 記 大 可 閣 金 記 、レ

蘇

般 述 般 レ
童

浮 泥 述 直
ナ 戸 甘 ノ ナ ク

、、
テ

書 シ ヲ
圭

‾大 ノ
緑
人

大 シ シ人
写
願

日キ供
養

般
若

＿

般
若
経
ヲ
書
テ
供
養
セ
ン
ト
云
フ
宿
願

ノ為
二士

セ
ン
ト
云
フ
心
願

之
願

ロキ
者
也

生
（優
免
）
の
理
由

ま
ず
、
蘇
生
の
人
物
に
つ
い
て
は
、
西
三
条
大
臣
良
相
（
弘
仁
四
八
八
一
三
）
～
貞
観
九
八
八
六
七
）
、
右
大
臣
＝
天
安
元
八
八
五
七
）
）
、
高
藤

卿
（
承
和
五
八
八
三
八
）
～
昌
泰
三
八
九
〇
〇
〉
）
、
清
原
夏
野
（
延
暦
元
〈
七
八
二
〉
～
承
和
四
〈
八
三
七
）
、
右
大
臣
＝
天
長
九
〈
八
三
二
〉
）
、
藤
原

三
守
（
延
暦
四
八
七
八
五
）
～
承
和
七
八
八
四
〇
）
、
右
大
臣
＝
承
和
五
年
八
八
三
八
）
）
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
揺
れ
て
い
る
。

プ
ロ
ッ
ト
2
で
語
ら
れ
る
小
野
笠
の
聾
入
り
講
は
、
『
本
朝
文
粋
』
巻
第
七
「
奉
右
大
臣
」
を
典
拠
と
し
て
い
る
こ
と
が
既
に
指
摘
さ
れ
て

（9）
お
り
、
こ
の
「
右
大
臣
」
が
藤
原
三
守
で
あ
る
の
で
、
2
に
つ
い
て
は
『
諸
事
表
白
』
の
伝
承
は
正
統
的
か
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
2
の
聾
入

り
欝
に
、
4
・
5
・
6
と
展
開
す
る
、
右
大
臣
蘇
生
、
笠
冥
宮
澤
が
結
び
つ
く
の
で
あ
る
が
、
こ
の
蘇
生
の
人
物
を
も
藤
原
三
守
と
す
る
の

は
、
［
表
m
］
を
見
る
限
り
『
諸
事
表
白
』
が
最
も
早
い
よ
う
に
判
ぜ
ら
れ
る
。
『
帝
王
編
年
記
』
や
『
三
国
伝
記
』
は
こ
の
流
れ
を
汲
ん
で



い
る
と
見
て
よ
く
、
中
で
も
上
記
の
七
文
献
中
で
は
、
『
三
国
伝
記
』
が
最
も
『
諸
事
表
白
』
の
プ
ロ
ッ
ト
進
行
と
の
共
通
点
が
多
い
こ
と
が

わ
か
る
。

し
か
し
、
次
に
、
蘇
生
の
理
由
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
『
三
国
伝
記
』
は
本
臼
、
他
の
い
ず
れ
の
文
献
に
も
、
『
諸
事
表
白
』
　
と
一
致
す

る
も
の
が
見
当
ら
ず
、
特
徴
的
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
『
諸
事
表
白
』
に
お
い
て
、
こ
の
小
野
笠
説
話
を
引
用
し
た
意
図
は
如
何
辺
に
存
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
結
論
を
や
や
先
取
り

し
て
言
う
と
、
『
諸
事
表
白
』
　
に
お
け
る
蘇
生
理
由
の
特
徴
も
、
そ
の
こ
と
と
結
び
つ
け
て
解
釈
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

以
下
に
は
、
先
の
楊
貴
妃
説
話
と
同
様
、
本
説
話
を
法
会
に
お
い
て
引
用
す
る
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
探
る
こ
と
と
す
る
。

こ
の
小
野
笠
冥
官
説
話
の
前
後
を
引
用
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

ト

ヽ

コ

ホ

リ

○
本
願
禅
定
女
大
施
主
聖
霊
ノ
御
往
生
モ
何
ノ
滞
力
有
ラ
ム
ヤ
。
冥
衆
ノ
沙
汰
ヲ
ハ
人
工
不
知
一
。
以
テ
諸
事
づ
思
合
ス
ル
ニ
事
ノ
大
概
」
般
若
経
ノ
カ

ラ
権
現
ノ
方
便
力
相
異
シ
奉
テ
先
キ
立
テ
極
楽
世
界
へ
御
イ
テ
モ
候
ラ
ム
。

《
説
話
》

章
二
哀
ナ
ル
次
第
二
候
。
冥
官
冥
道
衆
ノ
沙
汰
尚
人
工
不
知
一
。

こ
こ
で
語
ら
れ
る
こ
と
は
、
次
の
二
点
で
あ
る
。

①
人
の
往
生
は
、
冥
官
冥
道
衆
の
沙
汰
に
係
る
の
で
、
人
間
の
知
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
　
（
供
養
の
貴
女
も
例
外
で
は
な
い
の
で
あ
る
）
。

②
般
若
経
の
功
徳
の
力
と
権
現
の
方
便
力
に
よ
っ
て
、
女
大
施
主
聖
霊
は
極
楽
世
界
へ
逝
く
で
あ
ろ
う
。

①
に
つ
い
て
、
人
の
往
生
の
カ
ギ
を
握
る
の
が
冥
官
冥
道
衆
で
あ
る
と
説
く
こ
と
は
、
小
野
笠
が
閣
魔
庁
の
衆
（
冥
衆
）
　
で
あ
り
、
当
該

説
話
に
お
い
て
も
、
右
大
臣
の
生
死
の
カ
ギ
を
小
野
笠
が
握
っ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
法
会
で
の
主
張
と
説
話
の
内
容
は
呼
応
し
て
お
り
、

不
適
当
で
あ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。

右
の
②
に
つ
い
て
は
、
先
の
［
表
m
］
　
の
蘇
生
理
由
と
も
関
係
し
て
問
題
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
［
表
Ⅲ
］
　
の
蘇
生
理
由
に
つ
い
て
、
『
諸

日
光
輪
王
寺
蔵
『
諸
事
表
白
』
所
収
の
説
話
に
つ
い
て



鎌
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研
　
究
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二
〇

事
表
白
』
と
前
後
す
る
類
話
は
い
ず
れ
も
、
右
大
臣
に
大
般
若
経
の
書
写
供
養
の
志
が
存
し
こ
れ
が
閻
魔
庁
か
ら
の
優
免
の
理
由
に
な
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。

（10）

や
や
成
立
に
微
妙
な
問
題
を
含
む
も
の
の
『
和
漢
朗
詠
・
永
済
註
』
が
院
政
時
代
末
に
誕
生
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
、
右
の
②
に
加
え

て
、
こ
の
篇
の
冒
頭
の
標
題
に
も
「
大
般
若
」
と
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
よ
り
推
し
て
、
『
諸
事
表
白
』
の
こ
の
小
野
董
説
話
が
引
用
さ
れ
る
時

点
に
お
い
て
、
既
に
蘇
生
諸
と
大
般
若
経
書
写
供
養
功
徳
澤
と
の
結
び
つ
き
が
成
立
し
て
い
た
も
の
と
考
え
る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。

従
っ
て
、
『
諸
事
表
白
』
の
当
該
法
会
に
こ
の
塁
説
話
を
引
用
す
る
場
合
に
、
説
話
中
の
右
大
臣
の
大
般
若
経
書
写
の
願
に
女
施
主
聖
霊
の

大
般
若
経
供
養
の
志
を
準
え
て
両
者
を
繋
ぐ
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
に
、
実
際
に
は
そ
う
な
っ
て
お
ら
ず
、
単
に
「
閣
浮
捏
ノ
緑

人
」
と
い
っ
た
、
優
免
の
理
由
と
す
る
に
は
や
や
漠
と
し
た
感
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
で
も
っ
て
、
小
野
笠
は
闇
魔
庁
の
王
の
説
得
に

当
た
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
は
、
こ
の
説
話
引
用
の
効
果
と
し
て
は
、
①
は
と
も
か
く
、
②
に
つ
い
て
は
充
分
活
か
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い

難
い
表
現
に
な
っ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

一
体
、
こ
の
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
敢
え
て
一
つ
の
憶
説
を
提
示
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

当
該
法
会
の
語
り
手
は
、
大
般
若
経
供
養
の
志
を
有
し
て
い
た
貴
女
が
突
然
亡
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
貴
女
の
境
遇
に
準
え
る
に
相
応
し

い
、
こ
の
小
野
笠
説
話
を
例
話
と
し
て
盛
り
込
ん
だ
。
し
か
し
、
笠
説
話
の
方
で
は
、
死
ん
だ
人
物
（
右
大
臣
三
守
）
が
大
般
若
の
功
徳
に
よ

っ
て
蘇
る
の
に
対
し
て
、
こ
の
法
会
の
貴
女
は
生
き
返
る
こ
と
は
な
く
供
養
法
要
の
日
を
迎
え
る
に
到
る
。
－
こ
の
点
は
、
法
会
の
貴
女
を

右
大
臣
三
守
に
準
え
る
に
、
最
も
致
命
的
な
違
い
で
あ
る
。
－
そ
こ
で
、
大
般
若
の
功
徳
と
蘇
生
譜
と
を
結
び
つ
け
る
こ
と
を
回
避
す
る
た

め
に
、
蘇
生
の
理
由
を
「
閣
浮
提
ノ
緑
人
」
と
す
る
こ
と
で
、
法
会
の
主
張
全
体
と
説
話
と
の
商
離
を
避
け
、
調
和
を
図
ろ
う
と
し
た
の
で

は
な
い
か
。
本
臼
、
も
し
こ
の
推
測
が
当
を
得
て
い
て
も
、
蘇
生
諸
の
意
味
は
浮
い
て
し
ま
い
、
当
該
法
会
に
お
け
る
こ
の
説
話
の
有
効
性

は
充
分
に
活
か
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
つ
ま
り
は
「
語
り
」
の
場
に
お
け
る
、
即
興
的
な
不
完
全
さ
は
残
し
た
ま
ま
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
点
に
、
本
書
の
「
語
り
」
の
特
徴
、
ま
た
説
教
の
口
吻
を
窺
わ
し
め
る
要
素
を
認
め
る



こ
と
も
で
き
よ
う
か
と
思
う
も
の
で
あ
る
。

以
上
、
（
1
）
楊
貴
妃
説
話
、
（
2
）
小
野
箋
説
話
、
を
取
り
上
げ
て
、
本
書
の
法
会
に
お
け
る
説
話
引
用
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
、

考
え
て
み
た
次
第
で
あ
る
。
前
者
は
、
法
会
の
主
張
全
体
に
有
機
的
に
連
関
し
そ
の
引
用
の
意
図
の
明
ら
か
で
、
効
果
的
に
働
い
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
事
例
の
典
型
と
目
さ
れ
る
も
の
で
、
本
書
の
説
話
の
大
体
は
こ
の
筋
で
理
解
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
、
後
者
の
説
話
は
直
ち
に
は

そ
の
引
用
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
了
解
さ
れ
ず
、
諸
類
話
と
の
比
較
検
討
の
中
で
凡
そ
の
所
が
推
測
さ
れ
る
と
い
っ
た
性
質
の
も
の
で
、
本

書
所
収
の
説
話
中
、
例
外
的
な
が
ら
も
注
意
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

五
、
お
わ
り
に

以
上
、
日
光
輪
王
寺
蔵
『
諸
事
表
白
』
所
収
の
説
話
に
つ
い
て
、
若
干
考
察
し
た
と
こ
ろ
を
報
告
し
た
次
第
で
あ
る
。

こ
こ
に
論
じ
て
き
た
事
柄
の
う
ち
、
そ
の
肝
要
な
点
に
絞
っ
て
纏
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
か
と
思
う
。

一
、
『
諸
事
表
白
』
に
は
、
法
会
に
例
話
と
し
て
引
用
さ
れ
た
説
話
を
二
十
第
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
、
天
竺
・
震
旦
・
本
朝

の
三
国
に
亙
っ
て
い
る
。

二
、
所
収
説
話
の
引
用
形
式
は
、
投
出
し
型
（
説
話
の
導
入
を
言
語
、
符
合
に
よ
っ
て
示
さ
な
い
も
の
）
及
び
人
物
提
示
型
が
多
い
。

三
、
所
収
説
話
は
、
第
七
篇
の
楊
貴
妃
説
話
を
は
じ
め
と
し
て
、
説
話
の
登
場
人
物
を
当
該
法
会
の
施
主
や
追
善
の
対
象
た
る
亡
者
と
い

っ
た
人
物
に
準
え
る
形
で
有
機
的
に
連
関
し
、
原
則
と
し
て
そ
の
引
用
意
図
は
明
ら
か
で
効
果
的
に
機
能
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

四
、
但
し
、
第
二
篇
の
小
野
笠
説
話
に
つ
い
て
は
、
判
然
と
し
な
い
部
分
が
存
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
諸
類
話
と
の
比
較
を
通
し
て
推
測

す
る
に
、
当
該
法
会
の
趣
旨
に
適
さ
な
い
部
分
を
即
興
的
に
改
変
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
、
か
か
る
所
に
も
、
説
教
に
引
用
さ
れ
る
説

話
の
当
座
性
の
一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

今
後
は
、
未
だ
明
ら
か
で
な
い
、
類
話
・
出
典
考
証
の
継
続
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
、
今
回

日
光
輪
王
寺
蔵
『
諸
事
表
白
』
所
収
の
説
話
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
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及
ば
な
か
っ
た
主
要
説
話
の
類
話
と
の
比
較
作
業
を
進
め
る
こ
と
も
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
は
、
仏
典
等
漢
文
文
献
を
典
拠
と
し
て
い
る
①

唐
併
州
岸
禅
師
説
話
、
⑮
悪
鬼
毘
沙
々
説
話
な
ど
の
検
討
か
ら
取
り
か
か
り
た
い
。

ま
た
、
今
回
、
紙
幅
の
都
合
で
触
れ
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
、
説
話
の
文
体
、
言
語
表
現
上
の
特
徴
に
つ
い
て
も
、
別
に
論
ず
る
こ
と

と
し
た
い
。

注
（
1
）
　
竹
村
信
治
・
岸
伸
子
「
中
山
法
華
経
寺
本
三
教
指
帰
注
所
収
説
話
の
諸
相
」
　
（
『
中
山
法
華
経
寺
本
三
教
指
帰
注
総
索
引
及
び
研
究
』
昭
和
5
5
・
武

蔵
野
書
院
）

（
2
）
　
山
本
真
吾
「
日
光
輪
王
寺
蔵
諸
事
表
白
の
成
立
に
つ
い
て
」
　
（
『
国
文
学
致
』
　
1
4
9
、
平
成
8
・
3
）

（
3
）
　
畠
弘
巳
「
文
章
・
談
話
」
　
（
『
日
本
語
要
説
』
第
八
章
、
平
成
5
・
ひ
つ
じ
書
房
）

（
4
）
　
注
（
1
）
文
献
。

（
5
）
　
山
本
真
吾
「
日
光
輪
王
寺
蔵
諸
事
表
白
の
説
話
の
方
法
」
　
（
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
』
8
、
平
成
9
・
6
掲
載
予
定
）

（
6
）
　
池
田
利
夫
『
日
中
比
較
文
学
の
基
礎
的
研
究
　
翻
訳
説
話
と
そ
の
典
拠
』
第
二
革
六
唐
物
語
第
十
八
話
の
典
拠
（
昭
和
4
9
・
笠
間
書
院
）

（
7
）
　
山
崎
誠
「
和
漢
朗
詠
抄
注
後
考
」
　
（
『
中
古
文
学
』
　
3
9
、
『
中
世
学
問
史
の
基
底
と
展
開
』
平
成
5
・
和
泉
書
院
に
再
録
）

（
8
）
　
友
久
武
文
『
中
世
文
芸
叢
書
　
瀬
戸
内
寺
社
縁
起
集
』
　
（
昭
和
4
2
・
広
島
中
世
文
芸
研
究
会
）

黒
木
香
「
小
野
笠
の
変
貌
－
冥
官
説
話
の
変
化
を
め
ぐ
っ
て
－
」
　
（
『
源
氏
物
語
の
内
と
外
』
昭
和
6
2
・
風
間
書
房
）

（
9
）
　
石
原
昭
平
「
笠
説
話
の
形
成
－
文
人
と
冥
官
」
　
（
『
董
物
語
新
講
』
昭
和
5
2
・
武
蔵
野
書
院
）

（
1
0
）
　
注
（
7
）
文
献
。

【
附
記
】

本
稿
は
、
昭
和
六
十
三
年
度
仏
教
文
学
会
十
月
例
会
研
究
発
表
会
（
「
唐
物
語
第
十
八
話
の
楊
貴
妃
説
話
を
め
ぐ
っ
て
」
）
並
び
に
平
成
八
年
度
鎌
倉
時

代
語
研
究
会
夏
季
研
究
集
会
（
「
日
光
輪
王
寺
蔵
諸
事
表
白
の
説
話
に
つ
い
て
」
）
で
の
口
頭
発
表
を
基
に
纏
め
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
の
貴
重
な
紙
焼
写

真
を
貸
与
下
さ
り
、
終
始
暖
か
い
御
指
導
賜
っ
た
小
林
芳
規
先
生
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。




